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衆
議
院
議
員
馳
浩
君
提
出
幼
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一
体
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に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
幼
保
一
体
化
」
及
び
「
幼
保
一
元
化
」
に
つ
い
て
は
、
幼
児
教
育
及
び
保
育
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
と
い

う
基
本
的
な
方
向
性
に
差
異
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
幼
児
教
育
及
び
保
育
の
総
合
的
な
提
供
に

つ
い
て
、
「
子
ど
も
が
主
人
公
（
チ
ル
ド
レ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
）
」
と
い
う
基
本
的
視
点
に
立
ち
、
全
て
の
子
ど
も
の
健
や

か
な
育
ち
を
保
障
す
る
た
め
、
誰
も
が
希
望
す
る
幼
児
教
育
と
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
と
い
う

趣
旨
で
、
「
幼
保
一
体
化
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の
基
本
制
度
案
要
綱
」
（
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
九
日
少
子

化
社
会
対
策
会
議
決
定
。
以
下
「
要
綱
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
事
業
ご
と
に
所
管
や
制
度
、
財
源
が
様
々
に
分
か
れ
て

い
る
現
在
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
対
策
を
再
編
成
し
、
幼
保
一
体
化
を
含
め
、
制
度
・
財
源
・
給
付
に
つ
い
て
、
包
括
的

・
一
元
的
な
制
度
の
構
築
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
と
し
て
も
、
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
要
綱
に
基
づ
き
、
全
て
の
子
ど
も

一



と
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
必
要
な
給
付
を
保
障
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
把
握
し
て
い
な
い
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
幼
保
一
体
化
は
誰
の
指
示
で
方
針
決
定
し
て
い
る
の
か
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
幼
保
一
体
化
の
具
体
的
な
制
度
設
計
に
つ
い
て
は
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン
」
（
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十

九
日
閣
議
決
定
）
、
要
綱
等
に
基
づ
き
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
行
政
刷
新
）
、
国
家
戦
略
担
当
大
臣
及
び
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
少
子
化
対
策
）
を
共
同
議
長
と
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
の
下
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


